
≪
主
な
内
容
≫

▽
ま
ち
の
取
組
　
鰺
ヶ
沢
町
×
鰺
ヶ
沢
高
校

　
　
　
　
　
　
　
高
校
存
続
に
向
け
支
援
体
制
を
強
化

▽
ま
ち
の
わ
だ
い
　
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
3
0
万
食
突
破
！
　
ほ
か

▽
鰺
高
通
信
　
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
活
動
報
告
、
鰺
高
み
ら
い
塾

<
今
月
の
表
紙
>

　
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
　
警
察
犬
と
ふ
れ
あ
い
体
験

　
11月

18日
、
鰺
ヶ
沢
こ
ど
も
園
で
警
察
犬
も
み
じ
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 N
o.608
N
o.608
1 2
0
2
2



　

こ
の
た
び
の
鰺
ヶ
沢
町
長
選
挙
に
お
い
て
、

無
投
票
で
再
選
い
た
だ
き
、
二
期
目
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
改
め

て
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
る
と
、
後

半
の
二
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
で
は

コ
ロ
ナ
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
町
の
歴
史
や
食
な
ど
の
資
源
を

活
用
し
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
宣
伝
活
動
）
を
徹
底
し

て
行
い
、
鰺
ヶ
沢
町
の
知
名
度
、
認
知
度
の

向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
七
里
長
浜
港
か
ら
津
軽
港
へ
の

名
称
変
更
や
港
湾
利
活
用
に
向
け
た
活
動
の

拡
大
な
ど
、
青
森
県
や
国
と
の
つ
な
が
り
も

強
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
四
年
間
で
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
の
土
台
を
今
後
は
よ
り
盤
石
な
も
の
に

し
、
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
の
取
組
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
感
染
予
防

対
策
、
経
済
対
策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
の
取
組
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会
の

な
か
に
あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
ず
っ

と
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、

医
療
の
確
保
、
福
祉
の
充
実
、
健
康
で
長
生

き
で
き
る
健
康
対
策
、
子
育
て
、
ま
た
、
生

活
道
路
や
水
道
、
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
、

防
災
な
ど
、
生
活
環
境
を
維
持
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
材
を
育
成
す
る
教
育
文
化
に

も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
の
取
組
と
し
て
は
、
地
域
経
済
を

し
っ
か
り
と
回
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
の
様
々
な
資
源
に
磨
き
を
か

け
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、

農
林
水
産
物
の
販
売
体
制
整
備
な
ど
に
よ
り
、

農
林
水
産
業
、
観
光
、
商
工
業
の
振
興
に
結

び
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
三
つ
の
取
組
を
通
じ
て
、
私
は
、

「
鰺
ヶ
沢
町
を
活
気
の
あ
る
賑
や
か
な
ま

ち
」
に
、
ま
た
、「
我
々
の
子
や
孫
に
し
っ

か
り
と
託
せ
る
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、

町
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

 

鰺
ヶ
沢
町
長
　
平
田
　
衛

活
気
の
あ
る
賑
や
か
な
鰺
ヶ
沢
町
に

　
　
　
第
２
期
平
田
町
政
が
ス
タ
ー
ト

　
任
期
満
了
に
伴
う
鰺
ヶ
沢
町
長
選
挙
が
11
月
30
日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
平
田
衛
氏
の

ほ
か
に
立
候
補
の
届
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
12
月
５
日
、
無
投
票
で
平
田
衛
氏
が
再
選
を

決
め
ま
し
た
。
翌
６
日
に
は
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
須
藤
壽
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
平
田
衛
氏
へ
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　
任
期
は
令
和
３
年
12
月
27
日
か
ら
令
和
７
年
12
月
26
日
ま
で
で
す
。
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青
森
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
県
立
高
等
学

校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
２
期
実
施
計
画

（
令
和
５
年
度
〜
９
年
度
）
で
は
、
鰺
高
は

地
域
校
と
な
り
、
２
年
間
連
続
し
て
募
集
人

員
の
２
分
の
１
未
満
の
入
学
者
数
だ
と
募
集

停
止
に
向
け
た
話
し
合
い
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
前
号
で
は
町
が
２
つ
の
要

望
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
以
前
か
ら
、
鰺
高
と
連
携
協
定
を

締
結
す
る
な
ど
、
様
々
な
支
援
や
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
前
述
の
決
定
を
受
け
、

町
は
さ
ら
に
支
援
や
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
密
着
型
の
取
組
で
あ

る
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
や
学
校
行
事
へ
の
支
援
を

拡
充
さ
せ
る
ほ
か
、
来
年
度
の
入
学
生
に
対

し
入
学
時
の
金
銭
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

鰺
ヶ
沢
町
×
鰺
ヶ
沢
高
校
　
　
　
　

高
校
存
続
に
向
け
支
援
体
制
を
強
化

�
連
携
し
て
行
っ
て
き
た
取
組 

◆
町
と
鰺
高
が
連
携
協
定
を
締
結

◆
Ｉ
Ｔ
特
別
授
業

　

�

楽
天
市
場
に
出
店
し
て
い
る
地
元
企
業
の

販
売
ペ
ー
ジ
作
成
や
町
・
高
校
の
Ｐ
Ｒ
動

画
の
作
成

◆
鰺
高
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
事
業

　

�

町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
、
鰺

高
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
が
力
士
く
ん
お
や
き
の

販
売
促
進
と
新
規
具
材
を
開
発

◆
地
域
活
動

　

�

町
内
ご
み
拾
い
や
流
し
踊
り
、
鰺
ヶ
沢
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
な
ど

◆
広
報
あ
じ
が
さ
わ
で
の
情
報
発
信

◆
町
内
外
中
学
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

◆
鰺
高
魅
力
化
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
及
び

　
意
見
交
換
会

 

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
組 

◆
鰺
ヶ
沢
高
校
支
援
助
成
金
事
業

　

�

青
森
県
立
鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
後
援
会
に
助

成
金
を
交
付
し
、
生
徒
の
様
々
な
活
動
な

ど
を
支
援

◦
検
定
費
用
の
一
部
補
助

　

�

実
用
英
語
技
能
検
定
２
〜
３
級
や
危
険
物

取
扱
者
試
験
丙
・
乙
種
な
ど
を
対
象
に
、

資
格
取
得
時
の
検
定
費
用
の
一
部
を
補
助

◦
部
活
動
遠
征
費
補
助

　

�

部
活
動
に
励
む
生
徒
に
対
し
、
大
会
遠
征

時
の
タ
ク
シ
ー
借
上
料
や
宿
泊
費
を
補
助

◦
学
校
行
事
に
係
る
費
用
補
助

　

�

流
し
踊
り
に
参
加
し
た
生
徒
の
浴
衣
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
及
び
浴
衣
購
入
代
を
補
助

◦
入
学
時
必
要
経
費
補
助
事
業

 

︵
令
和
４
年
度
入
学
生
か
ら
︶

　

�

新
入
生
に
対
し
、
入
学
時
に
必
要
な
教
科

書
・
副
教
材
、
体
育
ウ
エ
ア
・
上
履
き
代
、

合
計
４
万
１
８
６
２
円
を
全
額
補
助

◆
地
域
活
性
化
協
議
会
の
設
立

 

︵
令
和
４
年
１
月
予
定
︶

　
�

鰺
高
活
性
化
に
向
け
た
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
鰺
高
と
地
域
な
ど
が
一
体

と
な
り
方
策
を
検
討

　
町
で
は
、
鰺
高
と
の
連
携
を
強
化
し
、
鰺

高
の
存
続
と
将
来
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
鰺
高
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　
11
月
12
日
、
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画
第
２
期
実
施
計
画
に
よ
り
、
令
和

５
年
度
か
ら
鰺
ヶ
沢
高
校︵
以
下
、
鰺
高
︶が
地
域
校
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
町
で
は
、
鰺
高
存
続
に
向
け
て
支
援
体
制
の
強
化
及
び
新
た
な
取
組
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

鰺高応援インスタグラム開設！

鰺高応援プロジェクト★
　鰺高卒業生が鰺高の活動を紹介していき
ます。ぜひフォローをお願いします！

ＩＤ：＠ajiko_miryoku

『鰺高が輝く。町も輝く。』
　～鰺高の活性化が
　　　町の元気の源へ～

や
魅
力
化
創
出
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
政
策
推
進
課　

�

地
域
経
営
戦
略
班（
○内
３
３
７
）

鰺高生との意見交換会の様子
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皆さまに愛されて10周年！

ご当地グルメ「鰺ヶ沢ヒラメのヅケ丼」30万食突破！

　

平
成
23
年
春
に
発
売
さ
れ
、
10
周
年
を

迎
え
た
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
「
鰺
ヶ
沢
ヒ

ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
」
が
、
累
計
30
万
食
を
突

破
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
12
月
10
日
、
食
事
処

地
魚
屋
た
き
わ
で
30
万
食
達
成
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
日
最
初
に
ヒ

ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
を
注
文
し
た
住
吉
治
彦
さ

ん
ご
家
族
（
八
戸
市
）
に
、
平
田
町
長
か

ら
記
念
証
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
吉
さ
ん
は
「
何
度
か
鰺
ヶ
沢
町
を
訪

れ
て
お
り
、
記
念
す
べ
き
時
に
ヒ
ラ
メ
の

ヅ
ケ
丼
を
食
べ
ら
れ
て
嬉
し
い
。
ヒ
ラ
メ

の
身
の
ツ
ヤ
と
ぷ
り
ぷ
り
と
し
た
食
感
が

す
ば
ら
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鰺
ヶ
沢
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
は
、
町
な
ら

で
は
の
食
材
を
使
っ
た
新
た
な
名
物
を
生

み
出
そ
う
と
、
町
商
工
会
や
町
観
光
協
会
、

宿
泊
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
町
地
域
資
源

活
用
推
進
協
議
会
「
生
業
づ
く
り
専
門
部

会
」
が
試
作
を
重
ね
、
平
成
23
年
５
月
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　

鰺
ヶ
沢
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ
丼
は
、
白
神
山

地
を
源
流
と
す
る
清
流
と
日
本
海
の
荒
波

で
育
っ
た
ヒ
ラ
メ
を
使
用
し
、
店
舗
毎
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
タ
レ
に
漬
け
込
ん
で
ご

飯
の
上
に
た
っ
ぷ
り
と
の
せ
た
極
上
の
一

品
で
す
。

　

誕
生
当
初
は
町
内
10
店
舗
で
の
提
供
で

し
た
が
、
現
在
は
町
内
飲
食
店
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
12
店
舗
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

冬
の
寒
さ
で
一
段
と
ヒ
ラ
メ
の
身
が
引

き
締
ま
り
旬
を
迎
え
て
い
る
今
、
ご
家
族

や
ご
友
人
と
「
鰺
ヶ
沢
ヒ
ラ
メ
の
ヅ
ケ

丼
」
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

鰺ヶ沢ヒラメのヅケ丼提供店
【店内での提供】
ドライブイン汐風（通年提供）
食事処　地魚屋　たきわ（冬期間休業）
割烹　水天閣（通年提供）
食堂どん（通年提供）
鰺ヶ沢温泉　水軍の宿（通年提供・要予約）
ロックウッド・ホテル&スパ�（期間限定提供・要予約）
食事処　波真夕（通年提供）
居酒屋　良治（通年提供）
児雷也（通年提供）
【弁当での提供】
スーパーとびしま（通年提供）
Ｋ２マート（通年提供）
鰺ヶ沢魚河岸かさほう（五所川原市・通年提供)
※�水揚げや仕入れ状況により提供できない場合がございますので、
事前に各店舗へお問合せください。

問政策推進課　観光商工班（○内344・346）

食事中、何度もおいしいと話していました

左から住吉貴恵さん、砂津貴さん、治彦さんご家族、ヒラメとヅケどん、平田町長
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　各地区の老人クラブでは、現在会員を募集しています。活動内容はウォーキングや視察研修、芸能発表会
などです。ご興味のある方は、町社会福祉協議会（☎︎82ー1602）へお問合せください。

　佐藤正由さん（上野）が令和３年秋の叙勲において瑞宝単光
章（消防功労）を受章され、11月22日、町役場で伝達式が行
われました。
　佐藤さんは昭和55年に町消防団員に入団。令和元年10月に
退団するまで約40年にわたり、地域の火災予防・防災活動に
対して献身的に取り組みました。
　また、平成26年からは分団長として消防団の運営や後進の
育成強化に尽力されました。
　受章について佐藤さんは、「仲間たちと理解ある家族の応援
があったからこそ」と感謝の言葉を述べていました。

佐藤正由さんが瑞宝単光章を受章

　11月23日の勤労感謝の日を前に、同月16日、鰺ヶ沢こども
園（齊藤芳子園長）の年長児６名が町役場を訪れ、「寒くなっ
ても風邪を引かないよう、お仕事頑張ってください」と大きな
声で感謝の言葉を伝えました。
　園児が描いた大きな虹の絵やプールで遊んでいる絵を受け
取った平田町長は「皆さんのおかげで元気になりました。皆さ
んとご家族のため、一生懸命働きます」とお礼の言葉を述べま
した。
　いただいた作品は、１階インフォメーションカウンターなど
に展示しています。

鰺ヶ沢こども園園児が勤労感謝訪問

　11月17日、鰺ヶ沢町老人クラブ連合会（小島千代枝会長）
の会員28名が町内の史跡めぐりを行い、町社会教育課・中田
書矢総括学芸員の解説のもと、大高山忠魂碑や天童山などをめ
ぐりました。
　来生寺では園村義誠住職が、北前船の船乗りが寄進した吊り
灯篭や約250戸を焼いた昭和７年の鰺ヶ沢町大火のことなどを
話しました。参加者は、時に頷いたり笑ったりして話に聞き
入っていました。
　参加した齋藤美保子さん（館）は「学生の時のように楽しく
勉強できてとてもよかった」と話してくれました。

町老人クラブが町内史跡めぐりを開催

　11月15日、鰺ヶ沢町観光協会（杉澤廉晴会長）が町役場を
訪れ、ご当地肉まんの試作品完成報告会を行いました。
　長谷川自然牧場（長谷川光司代表取締役）の熟成豚もも肉活
用を検討していた町観光協会では、らーめん寛の店主・三上進
さんに「地元で愛される肉まん」の開発を依頼。完成した試作
品は、津軽地方の郷土料理「けの汁」の具材と豚肉を味噌で味
付けし、甘めの皮で包んだ甘辛味の肉まんに仕上がりました。
　町観光協会では、町内企業などでも試食会の開催を予定して
おり、寄せられた意見をもとに商品名などを決定し、来年秋の
販売を目指しています。

町観光協会がご当地肉まんの試作品完成報告

肉まんを試食する町三役

瑞宝単光章を受章された佐藤正由さん

水ふきイチョウ（来生寺）の前にて

お仕事を頑張ってください
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　11月29日、陸上競技で優れた功績を収めた三ッ谷光造さん
（七ツ石町）が鰺ヶ沢町特別賞を受賞しました。
　これは、８月29日に弘前市で開催された青森マスターズ陸
上競技選手権大会Ｍ90（男子90～94歳）のリレー走者として、
これまでの記録を400ｍリレーでは40秒近く、1600ｍリレー
では２分45秒余り更新するタイムを出し、世界新記録樹立を
成し遂げたことによるものです。
　三ッ谷さんは「光栄な賞をいただきありがとうございます」
と受賞の喜びを述べました。
　大会前、万全の体調でないにも関わらず他のメンバーに迷惑
をかけまいと調整し、世界新記録を打ち立てた三ッ谷さん。今
後の目標は、95歳までマスターズの記録に挑戦することと話
してくれました。

三ッ谷光造さんが町特別賞を受賞

　11月16日、弘前高校（古川浩樹校長）２年の一戸柾宏さん
（中村町）が、12月23日から茨城県水戸市で行われる「全国
高等学校弓道選抜大会」個人競技への出場報告のため町役場を
訪れました。
　一戸さんは、10月24日に行われた秋季県下高校弓道大会に
おいて、12射中９射で個人２位の成績を収め、全国大会への
出場を決めました。一戸さんが「全国大会では実力を出し切り
ます」と抱負を述べると、加藤副町長は「良い成績を残せるよ
う頑張ってください」と激励しました。
　高校から弓道を始めた一戸さんは「弓道は気持ちの揺れが如
実に結果に表れる。どんな時でも平静を保てるように身体に
フォームを覚えさせるのが大事」と話していました。

正射必中！弓道全国大会での活躍を誓う

　12月２日、あじがさわジュニアバスケットボールクラブ男
子チームのメンバー９名が、12月11日から十和田市で行われ
る「全国ミニバスケットボール大会青森県予選会」への出場報
告のため役場を訪れました。
　これは、11月中旬につがる市で開催された同大会西北五地
区予選会で優勝したことによるもので、地区予選会での優勝は
実に14年ぶりです。
　舞戸小６年の井上稟凰キャプテンは、「今までの努力が地区
予選会優勝という形で実って嬉しかった。県予選会でも勝ち進
み、全国へ進みたい」と意気込みを話してくれました。

14年ぶり！ジュニアバスケクラブが県予選へ

　アルミ缶リサイクル協会では、アルミ缶回収活動で優秀な活
動実績をあげた小・中学校を毎年表彰しています。
　令和３年度の小・中学校回収協力者表彰優秀賞に舞戸小学校
（藤田昭彦校長）が選ばれ、11月26日、同校で表彰式が行わ
れました。
　ボランティア委員長の廣岡蒼唯君（６年）は小笠原紙業（弘
前市）の小笠原敏之取締役から表彰状を受け取ると、「町や学
校のために頑張ってきた。協力してくれた先生や家族にありが
とうと伝えたい」と感謝の言葉を述べました。
　舞戸小学校では10年以上にわたって回収活動を行っており、
令和２年にはアルミ缶を合計218㎏、１人当たり約１㎏回収し
ました。

舞戸小学校がアルミ缶回収優秀校に

左から小笠原取締役、廣岡君、藤田校長

町特別賞を受賞した三ツ谷さん

あじがさわジュニアバスケクラブの皆さん

左から加藤副町長、一戸さん、阿彦教育長

◆スポーツ・芸術・文化などで優れた功績を収めた方について、皆さまからの情報提供をお待ちしております。 6
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■
正
し
い
操
作
で
、
安
全
除
雪
!!

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪
機

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機

を
使
う
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
操
作

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑴�

作
業
を
行
う
前
に
必
ず
取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い
方
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

⑵�

安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な
い
状
態
で

は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
デ
ッ
ド
マ
ン
ク
ラ
ッ
チ
機
構
を
意
図

的
に
無
効
化
し
た
り
、
故
障
を
放
置
し
た

ま
ま
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑶�

雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
（
オ
ー
ガ
、

ブ
ロ
ワ
）
が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
雪
か

き
棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑷�

回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完
全
に
停
止
し

て
か
ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

防災
除雪機による事故を防ごう
※町では「出前防災講座」を実施していま
す。町内会で自主防災組織を立ち上げてみ
ませんか。講座の申込・お問合せは下記ま
でご連絡ください。

問総務課　防災班（○内317・318）

⑸�

後
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま
れ
た
り

し
な
い
よ
う
、
足
元
や
後
方
の
障
害
物
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑹�

除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方
向
に
人

や
車
・
建
物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
除
雪
機
の
周
り
に
は
絶

対
に
人
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
自
主
防
災
体
験
研
修
会
を
開
催

　

11
月
19
日
、
県
と
町
が
共
催
で
自
主
防
災

体
験
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
理
解

し
、
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
地
域
の
防

災
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
組
織

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
地
区
住
民
34

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
瀧
本
浩
一

さ
ん
が
「
自
主
防
災
組
織
の
役
割
と
活
動
に

つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
参

加
者
は
自
主
防
災
組
織
や
共
助
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
、
町
が
豪
雨
に
襲
わ
れ

る
こ
と
を
仮
定
し
て
、
高
齢
者
な
ど
要
配
慮

者
へ
の
対
応
を
、
居
住
地
図
を
使
い
な
が
ら

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

宮
浜
の
木
村
房
代
さ
ん
は
「
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
の
で
、
災
害
時
の

対
応
で
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

気象庁「あなたの街の防災情報」
鯵ヶ沢町の防災情報が一目で分り
ます。詳細は気象庁ＨＰをご覧く
ださい。

歩行型ロータリ除雪機使用中の
４大事故要因

除雪中の事故が起こる原因を知り、正しく使用してください。

被災時対応について話し合う参加者
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毎月１日は「あじがさわ健康の日」

【身体活動量を増加させるポイント】

1月のテーマ「運動」

　だんだんと寒くなってきて、外出したり体を動かしたりする機会が減ってきていませんか？
　冬は寒さにより末梢の血管が収縮し、血圧が低下しやすくなります。適度な運動は血圧や血糖値を改
善させ、様々な病気の予防にもつながるといわれています。体を動かすことを意識してみるだけで、身
体活動量を増加させることができます。今回は、簡単に身体活動量を増加させるポイントを紹介します。

目覚めと同時にストレッチ

　朝、目が覚めたらその場で体を伸ばすストレッチをしてみましょう。
　寝起きのストレッチは、眠気やだるさを軽減させる効果があるといわれて
います。

歩幅を広くして速く歩く

　歩くときは、かかとから着地し、足の親指でしっかり蹴りだすことを意識します。

座りすぎを避ける

　座っている時間が長いと健康問題が発生する可能性が高いことが知られて
います。
　30分に１回は立ち上がり、体を伸ばしてみましょう。かかとの上げ下ろ
し運動やふくらはぎのマッサージも血行不良を防ぐことができるのでおすす
めです。

【１月の乳幼児健診日程】※受付時間をご確認のうえ、ご来場ください。

健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　　象 持　ち　物

３ 歳 児 健 診 １月20日（木）
［12：20～12：40］

中央公民館
２階和室

平成30年６月・７月・８月生まれ
母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票ほか

乳 児 健 診 １月27日（木）
［13：00～13：20］

3か月児：令和３年９月生まれ
6か月児：令和３年７月生まれ

10か月児：令和３年３月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

す く す く
　 健 　 診 　

１月28日（金）
［12：50～13：00］

令和元年６月・７月・８月生まれ
母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票ほか

五所川原保健所　
　こころの健康相談
１月13日（木）13：00～14：00
電話　0173⊖34⊖2108（要予約）

１月・２月は、

「はたちの献血」キャンペーン月間 です。
　風邪の流行などで献血者が減少するこの季節。
　20歳の若者をはじめとする皆さまの献血へのご協力を
お願いします。
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 申・問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

新型コロナウイルスワクチン接種
追加接種（３回目）のお知らせ

　町では、既に12月から鰺ヶ沢病院の医療従事者への追加接種を開始しています。
　また、今後始まる町民の皆さまの接種会場は、山村開発センターとなります。
　なお、接種券は順次対象の皆さまへ郵送されますので、接種券が届いてから予約してくださるようお願いし
ます。接種時期、予約方法等接種に関しては、毎戸配布されたチラシをご覧ください。

　個別健（検）診の申込みを随時受け付けています。今年度の対象となる方は、負担の少ない料金で受診する
ことができます。まだ受診していない方はこの機会にぜひご利用ください。
　なお、健（検）診受診には期限がありますので、申込みはお早めにお願いします。

予防接種は冬休み中に受けましょう！
●４月に小学校に入学するみなさん
　麻しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）２期の接種期限は令和４年３月31日までです。

●小学校６年生のみなさん
　二種混合ワクチンの接種期限は13歳の誕生日の前日です。
　中学校に入学すると勉強や部活で忙しく接種を逃しがちとなります。ぜひ早めに受けましょう。

※上記対象者以外の方も、お子さんの予防接種の受け忘れがないか、改めてチェックしてみてください。

個別健（検）診の申込み受付中！

特定健診・後期高齢者健診
【対象】�₄0歳以上の国民健康保険加入

者および後期高齢者医療保険
加入者

【料金】無料（本来は8,591円）
【指定医療機関】
　鰺ヶ沢病院・越前医院・七ツ石内科
【受診期限】令和４年２月28日（月）
【申 込 先】ほけん福祉課
　　　　　　国民健康保険班
� （○内136、137）

胃がん検診（胃内視鏡検査）

【対象】
　50歳以上の昭和偶数年生まれ
【料金】2,000円（本来は14,650円）
　　　　※�無料クーポンは利用できま

せん
【指定医療機関】鰺ヶ沢病院
【受診期限】令和４年３月31日（木）
【申 込 先】ほけん福祉課
　　　　　　健康推進班（○内145）
＊�予約状況により、ご希望に添えない
場合がありますので、あらかじめご
了承ください。

婦人検診

【対象】
　子宮頸がん検診：�２0歳以上の昨年

度未受診の女性
　乳 が ん 検 診：�₄0歳以上の昨年

度未受診の女性
【料金】各500円
　　　　※無料クーポンが利用できます
　　　　　　（�本来は子宮頸がん検診5,170円、

乳がん検診3,575～4,675円）

【指定医療機関】
　申込みの際、お問合せください
【受診期限】令和４年３月31日（木）
【申 込 先】ほけん福祉課
　　　　　　健康推進班（○内145）

9
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～超高齢社会について考える～
こんにちは︕地域包括支援センターです!!

▼超高齢社会とは？
　65歳以上の人口割合が全人口の７％を超えると
「高齢化社会」、14％を超えると「高齢社会」、21％
を超えると「超高齢社会」と呼ばれます。
　日本は、1970年に高齢化社会に突入し、その後も
高齢者人口は増加を続け、1994年に高齢社会を迎え
ました。高齢社会となって以降も少子高齢化に歯止
めはかからず、2007年に超高齢社会
を迎えました。
　鰺ヶ沢町では、高齢化率44％ (令和
３年10月末時点)に達し、超高齢社会
といえます。

▼2025年問題とは？
　2025年には、第１次ベビーブームの時期（1947
～1949年）に生まれ、さまざまな分野で日本の成長
をけん引してきた世代（団塊の世代）約800万人が
75歳以上となり、国民４人に１人が後期高齢者（75
歳）という時代に突入します。それにより社会構造や
体制が大きな分岐点を迎え、雇用、医療、福祉など、
さまざまな分野に影響を与えることを「2025年問
題」といいます。社会的影響の１つとして、医療費や
介護費の増大、またそれに伴う現役世代の負担の増大
などの影響があります。
　それを踏まえ、町では超高齢社会を元気に生きるた
めの学習会を下記日程で開催することにしました。

 申・問ほけん福祉課　地域包括支援センター（○内124・125・126・127）

 ～超高齢社会を考える学習会～ 
〇日時・テーマ
　第１回　令和４年 ２月 ２日（水）　　10：00～11：00
　テーマ「町の現状について」～超高齢社会を元気に生きるために～
　　　　　　　・30年前、現在、５年後、10年後の鰺ヶ沢町
　　　　　　　・未来の自分を考える（５年後、10年後）
　　　　　　　・介護予防の方法

　第２回　令和４年 ２月 ９日（水）　　10：00～11：00
　テーマ「認知症について」～避けては通れない認知症～
　　　　　　　・認知症とともに生きるために
　　　　　　　・認知症予防の方法

　第３回　令和４年 ２月16日（水）　　10：00～11：00
　テーマ「人生会議（ACP）について」～自分の人生は自分が決める～
　　　　　　　・いつかではなく、今。人生会議はなぜ必要
　　　　　　　・終活を考える（もしバナカード体験、エンディングノート体験）

〇場所：役場２階委員会室　※受付は9：30から
〇講師：地域包括支援センター職員
〇申込方法： 地域包括支援センターまで電話でお申

込みください

〇料金：無料
〇対象：町民
〇定員：20名程度、参加者4名以上で開催
〇申込締切：各回前日まで
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　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さん
が健康で元気に過ごすために必要な情報を
提供し、ドクターからのアドバイスを紹介
するコーナーです。

（広報あじがさわでは不定期に掲載しています）

　高血圧は自覚症状が少ないですが、徐々に動脈硬
化をきたし血管の病気になりやすくなります。（脳
では脳出血や脳梗塞に、心臓では狭心症や心筋梗塞
などがあり、他に胸部や腹部の大動脈疾患や、足の
血管の病気もあります。）
　昔は、加齢で自然に血圧が上がるものとして、あ
まり積極的に治療しなかった時期がありました。血
圧と病気の関係について色々比較した報告が積み上
がり、以前よりも下げたほうが良いことがわかって
きたため、血圧の目標値が徐々に変更されてきまし
た。
　自分で測定して血圧が高かったり、健診などで高
いと指摘された方は、医療機関を受診してください。
家庭での血圧の記録（朝食前と就寝前の血圧）を持
参して頂くと、診断と治療の助けになります。医療
機関では、高血圧の原因を探し生活習慣の変更や降
圧剤などで、患者さんが血管の病気になる可能性を

減らせるよう対処をしていきます。
　血圧を家庭で記録していくと、自分の血圧の変動
の傾向がわかってくると思います。一時的に高くな
ることもまれでなく、他に症状がなく血圧が高いと
いうことだけですと、安静で改善することが多く、
急いで下げる処置は昔のようにはしなくなりました。
本当に必要なとき（脳出血などの高血圧緊急症のと
き）でなければ、緊急の降圧はかえって良くないこ
とがわかったためです。
　手足のしびれ、しゃべりづらい、胸背部痛やめま
い、嘔吐など他の症状があれば別ですが、血圧上昇
のみの時は、平日の受診時のご相談をすすめていま
す。（血圧を急いで下げる対処が必要な高血圧緊急
症として、脳出血、脳梗塞、急性大動脈解離、心筋
梗塞、不安定狭心症、褐色細胞腫クリーゼ等があり
ますが、血圧上昇以外の症状を伴い、そちらの症状
をメインとして受診されることが多いです。）

高 血 圧 の 話

《今月のドクター》
一　戸　久　人 先生

つがる市民診療所　所長

健 康健 康

万歩計

こんにちは！地域おこし協力隊です

ツイッター・インスタグラム 更新中！
　鰺ヶ沢で獲れている魚をツイッターや
インスタグラムで紹介しています。ぜひ
フォローお願いします。

　11月下旬、赤石漁協女性部の皆さまに「鮭の飯寿司」の作り方を教
えていただきました。飯寿司は魚を塩と米飯で乳酸発酵させるなれずし
の一種で、その発酵によって酸味が生じるそうです。ということをこの
体験で初めて知りました(笑)。酢を使用した食べ物だと思っていたので、
レシピに酢の名前が無いのを見たときは忘れているのかな？と思ってし
まいました…。酢を入れて作る家庭もあり、それぞれの地域や家庭に
よって味の差が結構あるようですね。色々な家庭の味を食べてみたいです。
　関西に住んでいた経験もある中村は、滋賀県の郷土料理である「鮒寿
司」が大好物です。鮒寿司も飯寿司と同じなれずしの一種ですが、鮭の
飯寿司とは全く違った仕上がりです。臭みが強く、口の中に入れるとそ
の臭みが何倍にも膨れ上がります。しかし、そのクセはまるでチーズの
ようだといわれており、高級なものほど臭いものが多いです。中村も幼
少期は鮒寿司を開封することすら嫌がっておりましたが、今では数千円
を払ってでも食べたいというほどの好物となっております。
　同じ日本でも鮭の飯寿司や鮒寿司のように多種多様な郷土料理があり、
興味深いものですね。� （地域おこし協力隊　中村�亮介・川村�遊）

ツイッター
@aji_gyogyo

インスタグラム
＠aji.gyo

鮭の飯寿司を作りました

完成が待ち遠しいです！
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◆封筒･ごみ袋への広告申込受付期間：令和４年１月４日（火）から１月17日（月）まで
　※予定枚数及び広告料が変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
■ 申込方法⇒『広告掲載申込書』、『団体概要』及び『広告のデザイン（WordやPDF等データ）』を持参か郵送、

または電子メール（ajkoho@town.ajigasawa.lg.jp）のいずれかの方法により、下記担当までお申込みくださ
い。その他不明な点はお問合せください。

　広告掲載申込書および団体概要は町ホームページからダウンロードできます。 申・問総務課　総務班（○内327）

令和４年度分有料広告を募集します

◆町公用封筒への広告募集！ ～町の郵便用封筒に、広告を載せてみませんか？～

【町公用封筒】
封筒のサイズ・色　　長形３号（縦23.5㎝×横12㎝）、グレー
広  告  の  規  格　　縦５㎝×横10㎝
広 告 の 掲 載 場 所　　封筒うら面
募  集  広  告  数　　３枠　（１企業につき１枠まで）
主  な  内  容  物　　役場各課の発行物（会議案内、各種通知、一般通信文書等）
発 行 予 定 枚 数　　15,000枚
封 筒 の 使 用 期 間　　令和４年４月１日から、上記発行枚数を使い切るまで
広　　 告 　　料　　町内の広告主　53,400円 ／ 町外の広告主　64,100円（※発行枚数15,000枚の場合）

【介護保険封筒】
封筒のサイズ・色　　洋形４号（縦10.5㎝×横23.5㎝）、茶色
広  告  の  規  格　　縦７㎝×横８㎝
広 告 の 掲 載 場 所　　封筒うら面
募  集  広  告  数　　２枠　（１企業につき１枠まで）
主  な  内  容  物　　納入通知書送付、還付・65歳到達通知書等
発 行 予 定 枚 数　　10,000枚
封 筒 の 使 用 期 間　　令和４年４月１日から、上記発行枚数を使い切るまで
広　　 告　　 料　　町内の広告主　39,900円 ／ 町外の広告主　47,900円（※発行枚数10,000枚の場合）

◆町指定ごみ袋への広告募集！
　町指定ごみ袋は、町内のほとんどの事業所や世帯で使用され、年間
約50万枚が消費されている宣伝効果の高い広告です。ぜひ、町指定
ごみ袋の有料広告をご利用ください。

１．町指定ごみ袋の概要
種類 サイズ 包数 色 印字色
大袋 縦80㎝×横65㎝

１包20枚入
半透明

うす茶色
青中袋 縦65㎝×横55㎝

小袋 縦65㎝×横40㎝

2．広告の規格、広告料など
掲載場所 広告サイズ 作成予定枚数 募集枠数 募集者数 広告料（税込）

大袋（表面下部） 縦16.8㎝×横30.8㎝ 260,000枚
1セット

町内又
は町外
の１社

町内　305,560円
町外　366,670円

中袋（　 〃 　） 縦14.4㎝×横26.4㎝ 150,000枚
小袋（　 〃 　） 縦12.0㎝×横22.0㎝ 75,000枚

合　　計 485,000枚

※広告料は大中小袋の各１枠（計３枠分）を１セットにした料金です。
※広告の印字は１色刷りで町が印字するものと同色とします。

３．広告掲載期間　　令和４年６月頃から約１年間
　　　　　　　　　　※ただし、各販売店の在庫数に応じて延長することがあります。

鰺ヶ沢町役場 ○課 

〒038-2792 

青森県西津軽郡鰺ヶ沢町大字舞戸町字鳴戸321

電話 0173-72-2111 ／ FAX 0173-72-2374 

鰺ヶ沢町役場 

〇課 〇班 
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あじバスの年末年始の運行にご注意ください
12月29日（水）～１月３日（月）
　▶赤石地区・中村地区・鳴沢地区
　　⇒　土・日・祝日の時刻で運行
　▶本町線・鳴戸線　⇒　終日運休

鰺ヶ沢病院（眼科外来）休診情報
　都合により、令和４年１月21日（金）の眼科診療は、休診となります。
　大変ご不便をおかけしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

 問鰺ヶ沢病院［☎72－3111］

12月30日（木）～１月２日（日）
　▶市街地巡回線　⇒　終日運休

問政策推進課　政策調整班（○内335）

要介護認定者に対する所得税、町・県民税の障害者控除について（税申告用）

障害者控除の対象となる要件 障害者の区分
所得控除額

所得税 町・県民税

◆要介護概ね１～３の高齢者
◆ 要介護認定されており、日

常生活自立度Ⅱa ～Ⅲbの
方

障害者 27万円 26万円

◆要介護概ね４～５の高齢者
◆ 要介護認定されており、日

常生活自立度Ⅳ～Ｍの方

特別障害者
（同居の場合）

40万円
（75万円）

30万円
（53万円）

 申・問ほけん福祉課　介護保険班（○内114・115）

　障害者手帳などの交付を受けていな
い65歳以上の方で、要介護の判定を
受けていて右の要件にあてはまる場合
は、所得税や町・県民税の申告の際に
「障害者控除対象者認定書」を添付す
ることで障害者控除が受けられます。
　介護保険被保険者証（オレンジ色）
の介護度を確認し、ほけん福祉課介護
保険班へ申請してください。令和３年
12月31日現在の状況で判定し、後日
認定書を送付します。　
　詳しくは、下記までお問合せくださ
い。

【町内認定こども園・保育所一覧】

施　設　名 施設の種別 バス
送迎 通常保育以外の事業 電話番号 所在地

私舞戸保育所 幼保連携型
認定こども園 あり 一時預かり・延長保育（19時まで）・子育て支援 72-2277 舞戸町

私たていし愛児園 保育所型
認定こども園 あり 一時預かり・学童保育・子育て支援 72-1246 建石町

私つくしの森 保育所型
認定こども園 あり 一時預かり・延長保育（19時まで）・病後児保

育・祝日保育・子育て支援 72-2704 北浮田町

私みなみ保育園 保育所 あり 一時預かり・祝日保育・子育て支援 79-2530 館前町

 問ほけん福祉課�子ども家庭班（○内155）または�各認定こども園・保育所

令和４年度認定こども園・保育所新規入所児童募集！
在園児の継続利用は現況届の提出が必要です！

　令和４年４月に認定こども園・保育所への入所を希
望するお子さんを募集します。また、在園児の継続利
用には、現況届の提出が必要です。
　入所に関する詳細は、ほけん福祉課及び町内各施設
で配布している案内チラシをご覧ください。
◆申請書類配布場所：�ほけん福祉課　子ども家庭班
　　　　　　　　　　町内各認定こども園・保育所
◆対象児童：鰺ヶ沢町に住民登録があるお子さん

◆受付期間：１月５日（水）～31日（月）
◆受付場所：新入児 ⇒ ほけん福祉課
　　　　　　継続児 ⇒ 利用中の各施設
　　　　　　町外施設利用児 ⇒ ほけん福祉課
※ マイナンバー制度により、新規の申込みの際は、本

人確認（番号確認と身元確認）が義務付けられてい
ます。ご理解・ご協力をお願いします。

※上記期間終了後も、募集は随時行っています。
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短期水泳教室（冬季）受講生募集
　鰺ヶ沢スイミングクラブでは、「短期水泳教室」を
下記のとおり実施します。
　近年の習い事ランキングで常に上位の水泳 ! !運動神
経の発達・心肺機能を高めるだけでなく、成長期の心
身の発達・発育に大きな効果が期待できます。この冬
休みを利用して楽しく泳ぎを覚えてみませんか？
◆日時：令和４年１月５日（水）～１月９日（日）の５日間
　　　　１月５日～７日（練習）　16：30～17：30
　　　　１月８日（練習）　　　　16：00～17：00
　　　　１月９日（練習・テスト）15：00～16：00
◆場所：町室内温水プール
◆対象・募集人数：小学生20名
◆受講料：非会員5,000円、会員4,000円 
◆申込先： 所定の用紙に記入のうえ、プール窓口また

はＦＡＸにてお申込みください
◆申込締切：令和３年12月26日（日）
室内温水プール臨時休館情報
　令和４年１月23日（日）は、第32回津軽地区冬季
水泳競技大会開催のため、休館します。
申・問室内温水プール［☎72－5700/FAX72－5701］

★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「透明な螺旋」
　著：東野圭吾／出版社：文藝春秋
　シリーズ第十弾。最新長編。
　今、明かされる「ガリレオの真実」。
　房総沖で男性の銃殺遺体が見つかった。
失踪した恋人の行方をたどると、関係者と
して天才物理学者の名が浮上した。警視庁
の刑事・草薙は、横須賀の両親のもとで過ごす湯川学を
訪ねる。「愛する人を守ることは罪なのか」。ガリレオシ
リーズ最大の秘密が明かされる。
≪児童書≫「バイバイばいきんさん　てあらいのまき」
　作：たかいよしかず／出版社：国土社
　外から帰って手洗いしない子どもを発
見したバイキンのキンタロウ。さっそく
「分身の術」で仲間を増やし、子どもを
病気にします。ところが、ママと一緒に
手洗いをして、ついにキンタロウとバイ
バイすることに…。
　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りるこ
とができますので、ぜひご利用ください。
　なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があります。
　１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願いし
ます。〈予約可〉
◇開館時間　９：00～18：00　
◇休 館 日　月、火曜日
 （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです）
◇返却場所　日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

「令和3年度納税作品」入賞作品紹介
　町納税貯蓄組合連合
会（北川康一会長）で
は、納税意識の高揚を
図ることを目的に、毎
年町内の小・中学生を
対象とした納税作品の
募集を行っています。
　今年度は、習字に93
作品の応募があり、11月11日から17
日までの「税を考える週間」にあわせ、
町役場１階町民ホールに全作品を展示
しました。
　また、作品の中から、青森県納税貯
蓄組合連合会が実施した「令和３年
度納税作品募集」へ応募したところ、
習字の部で西海小１年の佐藤葵さん、
鰺ヶ沢中３年の齊藤柊栞さんがそれぞ
れ奨励賞を受賞しましたので紹介しま
す。

ふれあいの場にお邪魔します！
「出張！ミニはまなす学級」のおしらせ
　社会教育課では、「出張！ミニはま
なす学級」を行っています。「出張！
ミニはまなす学級」とは、地域の皆さ
んが集まっている“ふれあいの場”に
社会教育課の職員がお邪魔し、簡単な学習会やその地域
の皆さんとお話をするものです。
　簡単な脳トレや軽スポーツ、町の歴史や昔話、自然観
察などのミニ学習を一緒にやってみませんか。
　費用は無料で、少人数でもお伺いします！
　日程は調整してからとなりますので、まずは下記担当
までご連絡ください。
 問社会教育課　社会教育班（○内365） 問総合窓口課　納税班（○内185）

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）
☎0173-72-1122

グループホーム うぐいすの里    ☎0173-72-1314

 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 
住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前          ☎0172-55-5858

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 
（ＩＨ

ホームページ　http://otowakai.or.jp/

ヒータ）付
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果樹農家の皆さまへ
りんごの改植・園地整備のご案内
～果樹経営支援対策事業・果樹未収益期間支援事業～

　令和４年度にりんご改植・特認事業（防風網等）を
実施したい方は、下記のとおり事業要望の受付を行い
ますのでお申込みください。
◆事業対象者： 認定農業者、果樹経営面積が1.0ha以

上の農家、果樹経営面積が0.8ha以上
のエコファーマー資格所有者、認定新
規就農者

◆補助率：定額または定率１／２以内
◆提出書類： 申込用紙に事業内容及び面積などを記入

し提出してください（特認事業の場合は
見積書含む）

◆申込期限：令和４年２月28日（月）
◆受付場所：
　つがるにしきた農協　つがる白神統括支店［☎72－2783］
　農林水産課　農業経営班
※ 特認事業を実施する園地は果樹共済等に加入してい

る必要があります。

農業機械等導入を検討されている皆さまへ
国の補助事業が活用できます

　令和４年度に金融機関からの融資で農業用機械の導

入を検討されていて、下記に該当する方は国の補助事

業を活用することができます。ご希望の方は提出書類

を準備のうえ、下記にお申込みください。

◆事業名： 持続的経営体支援交付金（旧：強い農業・

担い手づくり総合支援交付金）

◆助成対象者

　人・農地プランに位置付けられた中心経営体等（認

定農業者・新規就農者など）で経営規模の拡大や農業

の６次産業化等に取り組んでいる方

◆補助率：事業費の３／10以内（上限300万円）

◆対象： 事業費が整備内容ごとに50万円以上で、耐

用年数がおおむね５年以上20年以下である

こと

◆提出書類：見積書、カタログ

◆申込期限：令和４年１月24日（月）

★放課後ルームについて★
　町では、放課後ご家庭に保護者のいない児童を対
象に学童保育を行っています。
　☆西海小学校放課後ルーム
　　場所：西海小学校
　　時間：下校後から18時まで
　☆舞戸小学校放課後ルーム
　　場所：にこにこ子ども館（旧鰺ヶ沢幼稚園）
　　時間： 下校後から18時まで
　　　　　（※別途延長事業あり。19時まで。有料）
※ 夏休み、冬休み等の長期休業中は、両校合同でに

こにこ子ども館で実施しています。
　時間：7時30分から18時まで
※ご不明な点等ございましたらお問い合せください。

笑顔になあれ💛

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156・157）� メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

　鰺ヶ沢高校（成田弘行校長）の２年生10名を対
象に、４回目の「生と性を考える教室」を実施しま
した。
　今回は、理想の家族や自分の人生、妊娠・出産・
育児について考えました。生徒からは、子どもを産
み育てるためには必要なものごとがたくさんあるこ
とがわかったことや、自分を
育ててくれた家族への感謝の
気持ちも発表されました。
　令和３年度のこの教室は今
回が最終回。生徒の皆さんか
ら私たち母子支援センター職
員も学ぶことがたくさんあり
ました。
　鰺高生の皆さん、ありがと
うございました。

生と性を考える教室<第４回>

◇留意事項： 上記２つはいずれも事業内容等に変更が生じることがあります。また、申込みされても採択され
ない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

� 申・問農林水産課　農業経営班（○内226）

《グループワークの様子》
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県税納税証明書の交付申請方法
　県税納税証明書が必要な方は、次の書
類等をご準備ください。
　郵送による交付申請もできます。詳細
は下記までお問合せください。
◆ 納税義務者本人（法人の場合は代表

者）が交付申請する場合
①�申請書（県HPからダウンロードして
ください）
②�本人確認ができる書類（運転免許証、
パスポートなど写真付きの公的書類）
③手数料（１件につき県収入証紙400円）
◆代理人が交付申請する場合
前記①③のほか、
④�委任状（申請書「委任に関する事項」
欄使用可。納税義務者本人（法人の場
合は代表者）が自署したもの。）
⑤�代理人の本人確認書類（運転免許証、
パスポートなど写真付きの公的書類）
青森県HP
（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/
soumu/zeimu/010_01nouzei.html）
� 問西北地域県民局　県税部納税管理課
� ［☎0173－34－2111］

令和４・５年度国有林モニター募集
　東北森林管理局は、国有林野の管理経
営に皆さまの声を役立てていくため、モ
ニターを募集しています。
◆募集人員：48名程度
◆募集期間：�令和４年１月31日（月）まで

（当日必着）
◆任期：令和４年４月１日から２年間
◆内容：�アンケートへの回答、現地見学

会、国有林モニター会議への出
席など

※�応募資格や応募方法など詳細は東北森
林管理局HPをご覧いただくか、下記
へお問い合せください。
東北森林管理局ＨＰ
（http://www.rinya.maff�.go.jp/tohoku/）
� 問東北森林管理局　企画調整課
� 　　［☎018－836－2228］
� メール：t_kikaku@maff�.go.jp

申告書作成会場のご案内
【五所川原税務署】

　五所川原税務署では、下記のとおり申
告書作成会場を開設します。
◆場所：五所川原税務署２階
◆期間：令和４年２月16日（水）
　　　　　　　　　～３月15日（火）
　　　　　　　（土・日・祝日を除く）
◆時間：９：00～17：00
　　　　（受付は16：00まで）
※�申告書作成会場の混雑緩和のため、会
場への入場には「入場整理券」が必要
です。入場整理券は、会場で当日配付
しますが、LINEを通じたオンライン
による事前発行も可能です。なお、入
場整理券の配付状況に応じて、後日の
来場をお願いすることがあります。

便利な電子申告（e-Tax）のご利用を！

　電子申告は、スマートフォンなどを利
用して、いつでも・どこでも申告するこ
とができます。詳細については国税庁Ｈ
Ｐをご覧ください。
問五所川原税務署［☎0173－34－3136］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活し
ていくうえで様々な課題を抱える住民の
方を支援するための相談を受付けていま
す。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相談も行っています。
　ひとりで悩まず、お気軽に下記までご
相談ください。
　費用は無料。秘密厳守。
◆メール相談用アドレス
　ajisya@r15.7-dj.com
◆LINE相談はこちらから
　アクセスしてください
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されております。ぜひ、お気
軽にご利用ください。
◆利用日：月～金曜日
　　　　　（土日祝・年末年始除く）
◆時間：９：30～17：00
◆場所：鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

中高年のための
「再就職支援セミナー」開催

　ネクストキャリアセンターあおもりで
は、45歳以上の方に特化した内容のセミ
ナーを実施します。参加は無料です。
◆開催日・会場
　弘前会場　１月24日（月）
　　　　　　弘前市総合学習センター４階
　　　　　　第４研修室
　青森会場　１月25日（火）
　　　　　　リンクモア平安閣市民ホール
　　　　　　会議室（１）
◆定員：各会場先着20名
◆時間：13：30～15：30
　　　　希望者個別面談16：00～17：00
◆セミナー内容：�採用されるための就職

活動のポイント（仕事
の探し方・応募書類作
成・面接など）

◆申込方法：�下記まで電話またはメール
でご連絡ください

※�当セミナーは雇用保険受給資格者の求
職活動として認められます。

申ネクストキャリアセンターあおもり
� 　　［☎017－723－6350］
　メール：chuukounen@ims-hirosaki.com

　先日、当園に１通の封書が届きました。差出人のお名前
に心当たりがなく、「何だろう？」と思いながら開封して
みると、お手紙と一緒に、卒園記念誌や修了証書、写真な
どのコピーが入っていました。それは昭和52年度に鰺ヶ
沢保育所を卒園した方から送られたものでした。
　送り主の方は現在、県内の学校で教員をされており、新
聞に掲載された閉園式の記事に、当時の担任だった寺沢キ
クヱ先生の名前を見つけ、こうして手紙をくださったこと
が書かれていました。
　封書には、寺沢先生に宛てたお手紙も同封されていたた
め早速お届けしたところ、先生も大変懐かしんで感動して
おられました。時を越えてつながれた絆に心が温まる出来
事でした。

【鰺ヶ沢こども園だより】 Vol.10　　～元園児からの手紙～

お手紙をくださった方が在籍した
昭和52年のクリスマスお遊戯会

（最後列左端が寺沢キクヱ先生）
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～鰺ヶ沢高校行事予定～
（１月）

◦１月13日（木）　３学期始業式
◦１月21日（金）　後期生徒大会
◦１月26日（水）～31日（月）

学年末考査（３学年）

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
　ＨＰ　http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

【
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会
活
動
報
告
】

◆
１
億
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

昨
年
９
月
、
一
般
社
団
法
人
「
未
来
の
大

人
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表
の
岸
川
政

之
氏
よ
り
、『
１
億
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以

下
、
億
プ
ロ
）』
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
億
プ
ロ
』
と
は
、
高
校
生
の
力
で
セ

レ
ク
ト
ギ
フ
ト
開
発
な
ど
の
取
組
を
全
国
規

模
で
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
で
、
高
校
生
の

成
長
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
未
来
を
元

気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
最
初
の
幹
事
校
を
鰺
ヶ
沢
高

校
が
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
８
月
の
五

所
川
原
立
佞
武
多
へ
の
出
店
、
全
国
の
高
校

生
と
の
交
流
会
開
催
を
目
標
に
活
動
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
産
品
を
詰
め
た
セ
レ
ク

ト
ギ
フ
ト
の
全
国
版
作
成
を
目
玉
の
取
組
と

し
、
青
森
県
内
の
高
校
に
協
働
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
５
校
の
ほ
か
、

県
外
か
ら
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
の
テ
ー
マ
が
「
色
」
と

決
ま
り
、
参
加
校
が
各
道
県
の
特
産
品
を
選

ぶ
な
か
、
青
森
県
は
「
お
野
菜
ク
レ
ヨ
ン
」

を
選
び
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
今
年
度
の
立
佞
武
多
が
中
止
と

な
り
、
出
店
と
交
流
会
も
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で
し
た
が
、
来

年
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
今
回
を
「
第
０

回
」
と
し
て
、
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
製
作
に
向
け
て
ウ
ェ
ブ
会
議
を
進

め
ま
し
た
。
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
黒
石
高

校
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
の
皆
さ
ん
に
担
当
し
て

も
ら
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
原
稿
や
動
画
は

各
校
の
生
徒
が
思
い
思
い
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

来
年
８
月
開
催
予
定
の
第
１
回
億
プ
ロ
に

お
い
て
全
国
の
高
校
生
が
五
所
川
原
市
に
集

結
し
、
交
流
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
予
定

で
す
。

◆
Ｓ
Ｂ
Ｐ
研
究
会　
鰺
ヶ
沢
町
長
表
敬
訪
問

　

11
月
16
日
（
火
）、
町
役
場
を
訪
問
し
、

平
田
町
長
へ
億
プ
ロ
な
ど
今
年
度
の
Ｓ
Ｂ
Ｐ

研
究
会
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
鰺
高
み
ら
い
塾
】

　

鰺
高
み
ら
い
塾
は
鰺
ヶ
沢
町
と
の
連
携
協

定
の
一
環
で
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
情
報
発
信
技
術
を
学
ぶ
活
動
で

す
。

　

講
師
に
ウ
ェ
ブ
制
作
会
社
を
経
営
す
る
河

内
啓
樹
さ
ん
を
迎
え
て
全
６
回
開
催
し
、
町

の
農
水
産
物
や
観
光
な
ど
を
テ
ー
マ
に
１
年

生
７
名
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

動
画
の
テ
ー
マ
決
め
か
ら
始
ま
り
、
動
画

編
集
の
基
本
的
な
操
作
方
法
や
撮
影
の
講
義

を
受
け
て
、
動
画
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。
撮

影
後
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
撮
影
し
た
動
画
を

確
認
し
、
使
用
す
る
動
画
の
選
定
、
カ
ッ
ト

割
り
や
テ
ロ
ッ
プ
入
れ
、
音
入
れ
な
ど
の
編

集
を
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
11
月
16
日
（
火
）
に
は
、
成
果

発
表
会
を
行
い
、
作
成
し
た
動
画
を
全
校
生

徒
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
動
画
作
成
技
術
は
、
今
後
、

様
々
な
活
動
で
活
か
し
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

生
徒
が
作
成
し
た
動
画
は
、
町
の
公
式
サ

イ
ト
で
配
信
す
る
予
定
で
す
。

【１億円プロジェクト参加校】
北海道留萌高校
青森県立鰺ヶ沢高校
青森県立十和田西高校
青森県立六戸高校
青森県立黒石高校
学校法人舘田学園　五所川原第一高校
学校法人下山学園　五所川原商業高校
福島県立ふたば未来学園高校
学校法人信愛学園　浜松学芸高校
愛知県立高浜高校
三重県立相可高校
三重県立南伊勢高校南伊勢校舎
三重県立飯南高校
熊本県立天草拓心高校

    

鰺
高
通
信「億プロ」ウェブ会議の様子

動画編集を学ぶ様子

表敬訪問の様子
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今
の
時
代
、「
北き
た

前ま
え

船ぶ
ね

な
ん
て
昔
の
話

だ
」
と
思
う
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
確

か
に
、
北
前
船
が
活
躍
し
た
の
は
今
か
ら

１
０
０
年
以
上
も
昔
。
古
い
文
書
や
石
造
物

が
残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
、
い
ま
い
ち

ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
北
前
船
が
現
代
に
残
し
て
く
れ
た
も
の

は
、
身
近
な
食
生
活
の
中
に
も
意
外
と
多
い

の
で
す
。

　

例
え
ば
昆
布
。
和
食
の
基
本
で
あ
る
昆
布

出だ

汁し

は
、
北
前
船
が
北
海
道
か
ら
大
阪
へ
大

量
の
昆
布
を
運
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
関
西
で

発
達
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
前

船
が
立
ち
寄
っ
た
日
本
海
沿
岸
の
各
地
に
は
、

ニ
シ
ン
や
ア
ナ
ゴ
の
昆
布
巻
き
の
よ
う
な
料

理
が
生
ま
れ
、
と
ろ
ろ
昆
布
や
佃
煮
な
ど
の

加
工
品
が
広
ま
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
が

以
前
住
ん
で
い
た
富
山
県
で
は
、
昆
布
巻
き

か
ま
ぼ
こ
が
酒
の
肴
の
定
番
だ
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
北
前
船
に
よ
っ
て
京
都
や
大
阪
か

ら
運
ば
れ
て
き
た
と
い
う
食
文
化
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
歴
史
さ
ん
ぽ
で
は
、
鰺
ヶ
沢
に

残
る
北
前
船
ゆ
か
り
の
食
文
化
を
探
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
鯨
餅

　

「
鯨く
じ
ら
も
ち餅」
と
い
え
ば
、
わ
が
町
を
代
表
す

る
名
物
菓
子
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
九
州
の
長
崎

と
も
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
京
菓
子
と
し

て
有
名
で
し
た
。
当
時
は
、
鯨
の
黒
い
皮
と

白
い
脂
肪
層
を
見
た
て
た
２
層
の
餅
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
北
前
船
に
よ
っ
て
日

本
海
ま
わ
り
で
各
地
の
港
々
に
製
法
が
広
が

り
、
津
軽
藩
の
海
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
鰺
ヶ

沢
に
も
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

鰺
ヶ
沢
で
は
、
う
る
ち
米
に
餅
米
の
粉
、

小
豆
と
砂
糖
を
混
ぜ
て
蒸
し
あ
げ
た
小
豆
色

１
色
の
鯨
餅
が
今
に
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す

（
昔
は
生し
ょ
う
が姜
の
し
ぼ
り
汁
も
入
れ
た
と
い

う
）。
か
つ
て
町
に
は
５
、
６
軒
の
鯨
餅
屋

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
村
上
屋
だ

け
が
伝
統
の
味
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
鰺
ヶ
沢
か
ら
広
ま
っ
た
鯨
餅
も
あ

り
ま
す
。
青
森
市
浅
虫
の
永
井
久
慈
良
餅
店

は
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
創
業
。
初
代
の

永
井
吉
兵
衛
は
、
も
と
も
と
鰺
ヶ
沢
の
船
問

屋
で
、
浅
虫
で
最
初
に
鯨
餅
を
売
り
始
め
ま

し
た
。
こ
の
時
、
吉
兵
衛
は
鰺
ヶ
沢
に
伝
わ

る
「
鯨
餅
」
の
名
称
を
「
久く

慈じ

良ら

餅も
ち

」
に
変

え
、
さ
ら
に
ク
ル
ミ
を
の
せ
る
な
ど
独
自
の

工
夫
を
し
て
売
り
出
し
た
そ
う
で
す
。

■
浪
花
煎
餅

　

も
う
一
つ
、
北
前
船
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

た
鰺
ヶ
沢
の
お
菓
子
に
「
浪な
に
わ花
煎せ
ん

餅べ
い

」
が
あ

り
ま
す
。「
浪
花
」
と
は
大
阪
の
古
い
地
名

の
こ
と
。
砂
糖
を
す
り
蜜
に
し
て
手
間
ひ
ま

か
け
て
塗
り
つ
け
た
純
白
の
煎
餅
で
、
江
戸

時
代
、
大
阪
か
ら
鰺
ヶ
沢
に
移
っ
て
き
た
伊

東
屋
が
始
め
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

昔
は
「
イ
ト
セ
ン
ベ
イ
（
伊
東
煎
餅
）」
と

も
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
当
時
の
砂
糖
は
貴
重
な
移
入
品

で
あ
り
、
津
軽
藩
で
は
、
藩
の
御
用
菓
子
店

だ
っ
た
「
大
阪
屋
」（
弘
前
市
本
町
）
だ
け

に
、
砂
糖
の
取
引
き
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
屋
の
初
代
・
福
井
三
郎
右
衛
門
は
も
と

も
と
豊
臣
家
の
家
臣
で
、
大
阪
方
の
残
党
と

し
て
弘
前
に
移
り
住
ん
だ
人
物
。
鰺
ヶ
沢
の

伊
東
屋
と
は
同
じ
大
阪
出
身
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
港
で
積
み
下
ろ
し
さ
れ
る
砂
糖
の
特

権
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
、
浪
花
煎
餅
の
誕

生
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浪
花
煎
餅
は
そ
の
後
、
伊
東
屋
の
流
れ
を

く
む
本
町
一
丁
目
の
安
田
家
が
受
け
つ
ぎ
、

さ
ら
に
現
在
は
銘
菓
の
山
ざ
き
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
も
昔
も
、
ふ
る
さ
と
の
食
に
ま
つ
わ
る

話
は
人
を
和
ま
せ
ま
す
。
か
つ
て
北
前
船
が

運
ん
だ
食
文
化
は
、
こ
れ
か
ら
も
世
代
を
超

え
て
人
々
の
心
を
つ
な
ぎ
と
め
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

�

　
　
　
　

（
町
学
芸
員　

中
田
）

第
６
回　

北
前
船
が
運
ん
だ
食
文
化

現在の浪花煎餅
昔の煎餅は、今より大きく砂糖と生姜
の甘みも強いものだったという

富山の昆布巻きかまぼこ
富山の一世帯あたりの昆布消費額は全国トップ
クラスで昆布を使った郷土料理も多い　　　　

京菓子として記録に残る鯨餅（再現イラスト）
中山圭子『事典 和菓子の世界』より　　　　

浅虫には現在２軒の鯨餅屋がある
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　鰺ヶ沢漁港の近代化は、昭和７年（1932）９月に
始まった築港工事によって幕を開けたといえます。
　工事は、天童山を切り崩した土砂で湾内を埋め立
て、岸壁や防波堤を築くという大規模なもの。写真
は、当時、人力で行われていた工事の様子です。８
年の歳月と巨費を投じ、延べ20万人の人夫を動員し
た鰺ヶ沢町始まって以来の一大プロジェクトでした。
　新年、令和４年（2022）は、築港工事の開始から
90周年を迎えます。� （町学芸員　中田）

～築港工事の始まり～
わが町・あの日・あの時 �

写真でふりかえる

解説：千田寿衛（町文化財審議会会長）

　山地や林の中に生える落葉高木で、高さ16ｍ位、
幹の直径60㎝位に達し、まっすぐに立つ。肌は灰褐
色。
　夏に開花し、散形花序は長い柄があって、枝先に
集まってつき、複散形に見える。花は小形で多数あ
り、薄い黄褐色である。
　日本名は「漉

こ

し油」の意味で、昔この木から樹脂
液を採り、漉して塗料に使ったことによる。方言は
甚だ多い（ゴンゼツ・アブラギ・イモギ・イドチイ
ヌボウ・コセブラ等）。
　タラノキやウコギの仲間で、新芽は食べられる。

遊ゆ
う
山ざ
ん
道ど
う
の　
　

植
物
図
鑑（
53
）

コ
シ
ア
ブ
ラ

九
浦
制
度
の
成
立
・
展
開
と
鰺
ヶ
沢
④

　

今
回
は
鰺
ヶ
沢
町
の
支
配
体
制
が
整
っ
て

い
く
過
程
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
町
は
、
町
奉
行
と
い
う
役
職

に
就
い
た
武
士
が
統
括
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

時
代
劇
『
遠
山
の
金
さ
ん
』
で
有
名
な
遠
山

景か
げ

元も
と

も
、
江
戸
の
北
町
奉
行
や
南
町
奉
行
を

務
め
て
い
ま
し
た
。
弘
前
藩
で
は
、
寛
文
元

年
（
１
６
６
１
）
こ
ろ
か
ら
「
町
奉
行
」
と

い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
奉

行
の
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
町
奉
行
以
前
は
ど
の
よ
う
な

支
配
が
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

同
じ
「
両り

ょ
う
は
ま浜」
の
青
森
町
に
つ
い
て
見
た
い

と
思
い
ま
す
。
青
森
町
に
つ
い
て
は
、『
新

青
森
市
史　

通
史
編
第
二
巻�

近
世
』（
青
森

市　

２
０
１
２
年
）
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
町
は
、
寛
永
３
年
（
１
６
２
６
）
に

「
外

そ
と
が
は
ま
じ
ゅ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

浜
中
奉
行
」
に
任
じ
ら
れ
た
家
臣
の

森
山
弥や

七し
ち

郎ろ
う

に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
本
町
・
浜
町
・
米
町
（
現
青
森
市

本
町
２
～
５
丁
目
あ
た
り
）
は
、
町
人
地
と

し
て
築
か
れ
て
「
町ま

ち
が
し
ら頭」
が
支
配
し
ま
し
た
。

ま
た
、
善う

知と

鳥う

町
（
現
青
森
市
安
方
あ
た

り
）
や
蜆

し
じ
み
か
い貝
町
（
現
青
森
市
青
柳
や
堤
町
あ

た
り
）
な
ど
に
は
漁
師
が
住
ん
で
お
り
、
そ

ち
ら
は
「
漁
師
町
派

は
だ
ち
が
し
ら
頭
」（
の
ち
漁
師
頭
）

が
支
配
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
町
人
を
支
配
す
る
町
頭
と
、
百

姓
で
あ
る
漁
師
を
支
配
す
る
漁
師
頭
に
よ
る

二
元
的
な
支
配
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

一
方
、
鰺
ヶ
沢
町
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い

う
と
、
こ
の
時
期
の
町
頭
や
漁
師
頭
に
関
す

る
資
料
が
な
く
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）
12
月
に
、

新
町
に
地
子
銀
の
徴
収
を
命
じ
た
際
、
新
町

が
「
代
官
支
配
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
に
、
竹

森
弥や

太だ

夫ゆ
う

・
久
保
田
理
左
衛
門
が
郡こ

お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
を

務
め
て
い
た
と
い
う
記
述
（『
鰺
ヶ
沢
町
史�

第
一
巻
』
Ｐ
３
４
０
）、
そ
し
て
「
慶
安
の

絵
図
」
に
漁
師
町
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

青
森
同
様
に
町
頭
と
漁
師
頭
に
よ
る
二
元
的

支
配
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

青
森
や
鰺
ヶ
沢
で
漁
師
頭
が
強
い
支
配
権

を
持
っ
て
い
た
の
は
、
中
世
か
ら
続
く
日
本

海
交
易
に
漁
師
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
藩

が
彼
ら
を
掌
握
し
て
支
配
下
に
置
く
こ
と
で
、

交
易
独
占
を
ね
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

�

（
青
森
工
業
高
校　

蔦
谷
大
輔
） 第19回

慶安の鰺ヶ沢絵図より
「漁師町」部分

（『ふるさとあじがさわ』
p37より転載）

町観光協会提供
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１月31日（月）は
【第７期】国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料　の納期限となっています。
納め忘れのないようお願いします。口座振替で納付いただいている方は、納期限までに口座残高の確認
をお願いします。

年末年始期間の公共施設（指定管理施設含む）
及び医療機関の休業日のお知らせ

　年末年始期間（令和３年12月29日～令和４年１月３日）の公共施設等は、下記のとおり休業となります。
　町民の皆さまにはご理解とご協力をよろしくお願いします。

◆町内医療機関
　町内医療機関の年末年始（12月29日～１月３日）の診療日は以下のとおりです。
　なお、医療機関に電話する場合は、各医療機関の診療時間内にお願いします。
　（※鰺ヶ沢病院は救急診療のみ受け付けます）
医療機関名 29日（水) 30日（木) 31日（金) １日（土) ２日（日) ３日（月) 電話番号

鰺ヶ沢病院 ― ― ― ― ― ― 72-3111

越前医院
午前

7：00～１１：30
午後休診

― ― ― ― ― 72-5151

あじがさわ
クリニック

午前
8：00～１２：00
午後休診

― ― ― ―
午前

9：00～１２：00
救急診療のみ

72-5200

七ツ石内科 通常診療 ― ― ― ― ― 72-2879

医療機関にかかるときのお願い
・�複数の医療機関を受診することにより新型コロナウイルス感染症などの感染が拡大した事例がありますので、複
数受診することはお控えください。

・�医療機関を受診する際にはマスクを着用するほか、手指消毒や手洗い、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、
マスクやティッシュ、ハンカチ、袖やひじの内側を使って、口や鼻を押さえる）の徹底をお願いします。

� 問ほけん福祉課　健康推進班（○内144～147）

◆公共施設（指定管理施設含む）
町　役　場

［☎72-2111］ 12月29日㈬～１月３日㈪

室内温水プール
［☎72-5700］

12月29日㈬～１月３日㈪
※�１２月２7日～２8日、１月４日は、
通常の休館日

中央公民館
地区公民館 12月29日㈬～１月３日㈪

日本海拠点館
（図書コーナー含む）
［☎72-5555］

12月29日㈬～１月３日㈪
※�１２月２7日～２8日、１月４日は、
通常の休館日

斎　　　場
12月31日㈮～１月２日㈰
※�ペットの火葬は
　１２/２9㈬～1/3㈪の期間不可

海の駅わんど
［☎72-6661］

12月31日㈮午後３時～１月３日㈪
※1/4㈪から通常営業

◆ごみ収集
【収集業務】12月31日（金）～１月３日（月）
　各町内のごみ集積所はきれいに利用しましょう。ごみ袋は
きちんと縛り、風に飛ばされたり、カラス等に荒らされたり
しないよう工夫し、近所迷惑にならないようにしましょう。
　１月４日（火）から通常どおりごみ収集業務が行われます
が、開始後の１週間はごみが大量に出ます。ごみ集積所の大
きさ等を考慮し、小分けに出すようご協力をお願いします。
新年も３つの「きる」で生ごみを減らそう！
　・食材は使い「きる」
　・料理は食べ「きる」
　・生ごみは水気を「きる」
� 問総合窓口課　生活衛生班（○内161・164）

◆エコクリーンアフイ（晴山）
【自己搬入】12月31日（金）～１月３日（月）　
　１月４日（火）からは通常とおり自己搬入を受付けます。
� 　問エコクリーンアフイ［☎76－3700］
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【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た

だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出

ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合

でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　年末年始

　年末も間近となってまいりました。法テラス鰺ヶ
沢でも12月29日から１月３日には年末年始休業で
お休みをいただきます。
　今年は昨年に引き続き、新型コロナウイルスへの
対応で大変な１年となってしまいましたが、来年こ
そはお祭りや旅行もできるような良い年になるよう、
初詣でお願いしてきたいと思います。
　来年も法テラス鰺ヶ沢をよろしくお願いいたしま
す。

 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

Vol.₇₄

遠藤弁護士

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和３年11月末現在）

▼発生件数　　　　 8件　（－ 1）
▼死 者 数　　　　00人　（－01）
▼傷 者 数　　　　 9人　（± 0）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和３年11月末現在）

▼男　4,327人 （4,331 －04）

▼女　4,925人 （4,944 －19）

▼計　9,252人 （9,275 －23）

▼世帯数　4,467 （4,471 －04）

　※カッコ内は先月との比較

（11月16日～12月15日届出分）

長谷川　想
そ

　來
ら

　（珠輝）　鳴�沢�駅�前

（11月16日～12月15日届出分）

兼　平　義　則　（73歳）　みどり団地
内　山　シヅヱ　（93歳）　姥　　　袋
川　野　みちゑ　（95歳）　本町二丁目
森　　　イ　ナ　（91歳）　長　平　町
原　　　幸四郎　（88歳）　小　　　夜
山　下　博　文　（78歳）　金　　　沢
桑　村　君　江　（71歳）　牛　　　島
長谷川　き　さ　（84歳）　南�浮�田�町
木　津　ツ　ギ　（85歳）　大　和　田
山　下　守　夫　（73歳）　建　石　町
寺　沢　重　成　（84歳）　赤　　　石
熊　澤　礼　三　（79歳）　米　　　町
木　村　や　ゑ　（95歳）　鳴�沢�駅�前
太　田　き　わ （103歳）　種　里　町
佐　藤　て　つ　（91歳）　小　　　夜
村　上　四　郎　（92歳）　小　　　夜
川　村　アサヨ　（91歳）　湯　舟　町
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★広報広聴担当メールアドレス
　　　　　　　⇒　ajkoho@town.ajigasawa.lg.jp



2022年版 青森県民手帳
鰺ヶ沢町版を販売中です!!

　町では、青森県民手帳鰺ヶ沢町版を販売しています。
　表紙には津軽藩始祖である大浦光信公の家紋がプリント
されています。カラーは、左からりんごレッド、雪にんじ
んオレンジ、寒ほうれんそうグリーン、スチューベンパー
プル、カシスブラックです。ぜひお買い求めください。

　町では、町民の皆さまの笑顔と町のに
ぎわいを取り戻すため「イルミネーショ
ンで笑顔になろう！2021」と題し、JR
鰺ケ沢駅前及び中村川の付近をイルミ
ネーションでライトアップしています。
　また、今年度は「イルミネーションで
つながろうプロジェクト」を同時開催し
ています。これは、町商工会が飲食店や
小売店に参加を募り、25店舗の店頭を
イルミネーションで照らし出すことで、
さらに町を盛り上げようという取組です。
　イルミネーションは１月31日まで毎
日午後４時半から午後９時まで点灯して
います。
　きらびやかなイルミネーションで、厳
しい冬を乗り切りましょう。

【価　　格】６００円（税込） 【販売場所】 菊谷書店、海の駅わんど内シーポッポ、鰺ヶ沢町観光案内所
　※鰺ヶ沢町版は数量限定販売です。売り切れの際はご了承ください。
� 問政策推進課　政策調整班（○内335）

「イルミネーションでつながろうプロジェクト」参加店舗

ＪＲ鰺ケ沢駅付近のイルミネーション

中村川付近のイルミネーション

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

　
　
　
町
に
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
を
！
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